
 

 

 

 

 

2025年11月14日 

各 位 

会 社 名 ビ ー プ ラ ッ ツ 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 藤 田 健 治 

（コード番号：4381 東証グロース） 

問 合 せ 先 取締役副社長 伊 藤 淳 一 

（ TEL. 03-6262-9427） 

 

営業費用の計上及び連結業績予想の修正並びに個別業績予想に関するお知らせ 
 

当社は、2025年11月14日開催の取締役会において、下記のとおり、営業費用（株主優待引当金）の計

上見込みについて決定しました。また、2025年５月13日に公表しました2026年３月期（2025年４月１日

～2026年３月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

なお、当社は、個別業績予想を開示しておりませんが、2026年３月期の個別業績の予想値につきまし

て、前年実績値との間に差異が生じる見込みであるため、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 営業費用の計上について 

当社は、2025年11月14日開催の取締役会において、創立20周年記念株主優待を実施することを決議い

たしました。これに伴い、現時点では対象となる株主様が定まっておりませんが、2025年９月末時点の

３単元以上保有の株主様の人数を基準に一定の前提のもと、株主優待制度に係る費用として、販売費及

び一般管理費に、株主優待引当金19百万円の計上を見込んでおります。 

株主優待制度の内容等につきましては、本日公表の「創立20周年記念株主優待の実施に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

 

2. 2026年３月期連結業績予想数値の修正（2025年４月1日～2026年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

(2025年５月13日発表) 

百万円 

864 

百万円 

33 

百万円 

15 

百万円 

13 

円 銭 

5.27 

今回修正予想（Ｂ） 698 △125 △140 △152 △61.51 

増減額（Ｂ－Ａ） △166 △158 △155 △165 ― 

増減率（％） △19.2 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2025年３月期） 
706 △207 △217 △298 △121.41 

 

 



 

3. 2026年３月期個別業績予想数値（2025年４月1日～2026年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 
百万円 

703 

百万円 

△210 

百万円 

△219 

百万円 

△299 

円 銭 

△122.17 

今回業績予想（Ｂ） 695 △127 △142 △153 △61.91 

増減額（Ｂ－Ａ） △8 83 77 146 ― 

増減率（％） △1.1 ― ― ― ― 

 

4. 連結業績予想の修正及び個別業績における前年実績値と個別業績予想値の間に差異が生じる見

込みとなった理由 

 

＜連結業績予想修正の理由＞ 

（売上高） 

当社において、ストック収入は引き続き堅調に推移しているものの、契約社数減少による減収等に

より、期初予想を下回る見込み（期初予想比97.8％）です。スポット収入は、期初予想で見込んでい

た販売パートナー経由の開発案件や既存顧客のシステム更改案件を受注できなかったこと等により、

期初予想を大幅に下回る見込み（期初予想比53.6％）です。これらの結果により、売上高は前回予想

を大きく下回る見込みです。 

（営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益） 

売上原価及び販売費及び一般管理費は、通信インフラコスト、労務費・人件費・採用教育費、役員

報酬、外注加工費等の各種コスト削減施策の強化及び推進が奏功し、売上原価と販売費及び一般管理

費の合計値は期初予想を下回る見込みであるものの、上述の売上高予想未達を主因として、損益項目

は前回予想を大きく下回る見込みです。 

なお、販売費及び一般管理費には、「1.営業費用の計上について」に記載のとおり、本日公表の「創

立20周年記念株主優待の実施に関するお知らせ」でお知らせいたしました株主優待に係る株主優待引

当金19百万円の計上を見込んでおります。株主優待制度の内容等については、同お知らせをご参照く

ださい。 

 

＜個別業績における前年実績値と個別業績予想値の間に差異が生じる見込みとなった理由＞ 

（売上高） 

連結と同様の要因により、前期実績を下回る見込みです。 

（営業利益、経常利益） 

主力製品バージョンアップに伴い増加していた通信インフラコストが大幅に減退したことにより

売上原価が減少したことから、損失額が前期実績を下回る見込みです。 

（当期純利益） 

前述の（営業利益、経常利益）の要因に加え、前期は特別損失として投資有価証券評価損及び減損

損失を計上しておりましたが、当期は見込んでいないことから、損失額が前期実績を下回る見込みで

す。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績等は今後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以上 


